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●次回の例会プログラム 

2026 年 6 月 11 日（木） 第 2688 回例会 
    出席報告・BBQ 大会             
                         
                     『NORTH GARDEN』 
                 

    
●本日の例会プログラム 

2026 年 6 月 11 日（木） 第 2687 回例会 
   最終会計報告 
                           
                   『NORTH GARDEN』 
         

4つのテスト 言行はこれに照らしてから 

 真実かどうか     みんなに公平か     好意と友情を深めるか     みんなのためになるかどうか 
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 よいことのために手を取りあおう 

真実から目をそむけることはできない。助けを求めることは勇気ある行動です。 

               健康と幸せにいたる道を求めることは、さらに勇気がいることです 

❖前回 

 出席報告  

   ・2026 年 6 月 4 日（木）第 2686 回 移動例会 

     会員数 33 名 出席者 17 名（出席率 53.12％）  

   ゲスト：李 依格 様（米山奨学生）  

   配布物：ロータリーの友 

 

 ❖会長挨拶❖          木村 知也 

 

 皆さま、本日もお忙しいところお集まりいただきありがとうござ

います。まずは、先週の QUINTBRIDGE での移動例会、お

疲れさまでした。お越しになられた皆さま、及部さんのお話は強

く印象に残ったのではないでしょうか。 

 

 正直、私自身これまで「オープンイノベーション」や「共創」とい

う言葉は、“日本の企業文化には少し馴染みにくいのでは？”と

思っていました。ところが、及部さんのあの熱量と説得力に触れ

ると、不思議と身近に感じられ、私たちロータリークラブの活動

にも通じる部分が非常に多いと気づかされました。 

 

“立場や組織を越えてつながり、新しい価値を生み出す” 

これはまさにロータリーの精神そのものではないかと思います。 

箕面 RC にとって、とても良い刺激となる移動例会だったと感

じています。企画いただいた道林プログラム委員長、本当にあ

りがとうございました。 

 

 さて、話は変わりますが、 

この 2 週続けて、週末はプライベートで 1 泊のプチ旅行に出て

おりました。 

広島県尾道市へは、墓参りと入所している親戚に会いに。 

滋賀県米原市へは、学生時代の友人との再会に。 

 

どちらも良い時間だったのですが、 

共通して驚いたのが 飲食店の閉まる時間の早さ です。 

 

たまたま入ったお店が、どちらもラストオーダー 21 時半でした。 

“え、観光地の尾道も？ 新幹線が停まる米原も？”  

“マジか！？”というのが率直な感想でした。 

 

尾道は観光地ですが、夜は驚くほど静かで、 

商店街も個人店が多く、地域の生活リズムに合わせて早じまい

する文化があるそうです。確かに、私が住んでいた頃も、確かに

夜は静かで、聞こえる音と言えば貨物列車の走る音程度だった

ような気がします。 

 

一方の米原は、新幹線が停まるとはいえ人口規模は小さく、そ

もそも飲食店の数が圧倒的に少ない。 

地方都市特有の「夜は早く閉める」スタイルが、今も根強く残っ

ているようです。 

 

土地柄を知ると「なるほど」と思うのですが、 

すっかり都会の生活リズムに染まってしまった私は、 

腕時計とスマホの時計表示を何度も確認してしまいました。 

 

さて、6 月は親睦活動月間です。 

18 日には、ここ NORTH GARDEN にて BBQ 例会 を予定

しております。今年度最後の懇親会となりますので、肩の力を抜

いて楽しんでいただければと思います。 

親睦を深めつつ、今年度を気持ちよく締めくくる時間にできれ

ばと思います。 

 

本日もどうぞよろしくお願いいたします。 
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   11日  会計報告（最終） 

  18日  出席表彰・BBQ例会  

  18：00～20：00 ←30分早く開始予定 

  25日  会長幹事挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ❖幹事報告❖            高橋 太朗 

 

 

 

 

 

 

 

 

❖ＳＡＡ報告❖                水島 教絵 

 

ニコニコ 

前田建司会員：山本エレクト（会長）卓話宜しくお願いいたします 

庄司修二会員：欠席のおわび 

道林侑輝会員、河野遊作会員、木村貞基会員、水島教絵会員、

西脇悟会員、白坂昌子会員、浦収会員、 

山本貴雄会員 

米山奨学会 

青敬祐名誉会員、林たかみ会員、前田建司会員、水島教絵会員、 

庄司修二会員、浦収会員、山本貴雄会員 

ロータリー財団 

芝野弘三郎会員：李さん、ようこそ！ 

青敬祐名誉会員、道林侑輝会員、木村知也会員、水島教絵会員、 

前田建司会員、西脇悟会員、庄司修二会員、山根ひとみ会員 

ポリオ 

水島教絵会員 

恒久基金 

前田建司会員、西脇悟会員、山本貴雄会員 

 

 ❖米山奨学金授与❖            

 

米山奨学生 李 依格 様 

 

 

 

 

 

 ❖お誕生日御祝❖    

 

  6/3 白坂昌子会員 

  6/5 木村貞基会員 

  6/15 道林侑輝会員 

 

 

 

 

 

 ❖次年度会長挨拶❖      会長エレクト 山本貴雄 

 

6月 4日、次年度方針発表会を

行い、次年度の基本方針、組織体

制、年間プログラム、奉仕事業、親

睦活動、箕面まつり、奉仕金につい

て共有いたしました。 

 

次年度のテーマは、「THE 

MOMENTS 心が動いた、その瞬

間を大切に」 です。 

 

ロータリーの価値は、制度や歴史だけにあるのではなく、一人

ひとりの心が動いた瞬間にこそ宿っているのではないかと考え

ています。入会を決めたときの高揚感、例会や親睦の中で誰か

の言葉に心を動かされた瞬間、奉仕活動が「やらされるもの」か

ら「自分がやりたいもの」に変わった瞬間、そして仲間と過ごす中

で「ロータリーでよかった」と感じる一瞬。そうした小さな積み重

ねが、クラブの空気をつくり、未来をつくっていくのだと思いま

す。 

 

次年度は、会員一人ひとりが「楽しかった」「感動した」「ロータ

リーでよかった」と感じる瞬間を、一度でも多く経験できる一年

にしたいと考えています。そのために、活動方針を大きく三つに

整理しました。 

 

一つ目は、会員同士の関係性が深まる瞬間です。例会、親睦、

奉仕活動を、単に出席する場ではなく、会員同士が自然に会話

し、関係性を深められる場にしていきます。世代、入会歴、職業、

立場に関係なく、同じ時間を共有する体験を大切にしていきた

いと思います。 

 

二つ目は、地域や新たな仲間とつながる瞬間です。箕面ロー

タリークラブが、会員にとって安心できるホームでありながら、地

域の方、知人、仕事仲間、若い世代、新しい仲間にとっても入り

やすい「開かれたホーム」となることを目指します。次年度は、ゲ

スト参加延べ 100名を一つの目標とし、会員の皆さまが「この人

に一度来てもらいたい」と思ったときに、安心してお誘いできるク

ラブづくりを進めてまいります。 

 

三つ目は、クラブが進化し続ける瞬間です。ロータリーの良さ

を大切に守りながらも、時代や地域に合わせて変わっていく勇

気も必要です。他クラブとの連携、合同事業、若手ロータリアン

が主体的に関われる場づくりなど、地域と時代に適応し続けるク

ラブ運営に取り組んでいきます。 

 

組織体制については、会長や幹事だけで動かすのではなく、
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各委員会、各委員長、そして会員一人ひとりの力をお借りしなが

ら進めていく体制を目指します。お一人に複数の役割をお願い

する場面もありますが、それは負担を増やすためではなく、委員

長一人が抱え込まず、副委員長、委員の皆さまとともにチームで

取り組むためです。「役職がある人だけが動く」のではなく、「アイ

デアを持っている人が関われる」「やってみたい人が参加できる」

組織にしていきたいと考えています。 

 

年間プログラムについては、ロータリーとして大切にすべき学

びや情報共有を守りながら、会員同士の理解が深まる内容、地

域や社会との接点が見える内容、外部や次世代の視点が入る内

容を意識して構成しています。月に一度はクラブ運営や委員会

活動について話し合うノーゲストデー、月に二度は広くゲストを

お迎えするゲストデー、そして月に一度は会員同士の交流を中

心とした親睦例会を予定しています。 

 

奉仕事業については、箕面ロータリークラブが地域から必要と

されるクラブであり続けるための大切な柱です。地域にとって意

味があり、参加した会員が「やってよかった」と感じられ、その活

動を通じてクラブの存在が地域に伝わる事業を目指します。7

月 4日の社会奉仕事業・青少年奉仕事業を次年度の良いスタ

ートとし、今後も会員の皆さまのアイデアやつながりを生かしな

がら、地域に根ざした活動を進めていきます。 

 

親睦活動についても、次年度は大切にしていきます。親睦は、

ただ楽しく集まるだけではなく、奉仕やクラブ運営の土台です。

人間関係が深まるから意見が言え、意見が言えるからアイデア

が生まれ、アイデアが生まれるから活動が動き出します。ゴーカ

ート例会や家族参加型の企画など、会員同士が自然に交流し、

「このクラブにいてよかった」と感じられる機会を増やしていきた

いと思います。 

 

また、箕面まつりは、地域とのつながりを実感できる大切な機

会です。単なる出店や参加にとどまらず、地域の方々と直接ふれ

あい、ロータリーの活動を知っていただき、会員自身も地域の中

で活動している実感を持てる場にしていきたいと考えています。 

 

最後に、奉仕活動を支える原資として、ニコニコ奉仕金の大切

さについても共有しました。ニコニコ奉仕金は、単なる寄付や集

金ではなく、会員の皆さまのうれしかったこと、ありがたかったこ

と、感謝したいことを、奉仕の力に変えていく仕組みです。誰か

の喜びがクラブの奉仕につながり、誰かの感謝が地域への貢献

につながる。その循環を、次年度はより大切にしていきたいと思

います。 

 

次年度は、何をやったかだけでなく、誰の心が動いたかを大切

にする一年にしたいと思います。 

一人ひとりのアイデアを、チームでかたちに。   

THE MOMENTS。心が動いた、その瞬間を、みんなで増や

していきましょう。 

 

次年度一年間、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ❖2026-27年度 社会奉仕事業❖    

 

ACP（人生会議）研修 
～これからの人生を自分らしく生きるために～ 
日時 2026年 7月 4日（土） 

   13：30受付開始 14：00～16：00 

会場 箕面市立病院 いろはホール（南棟４階） 

 

 

 

 

 

 

 

 

当日のご参加、ご協力よろしくお願いします。 


